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1．はじめに 

1.1.研究の背景 

 日本の地方自治体は，高齢化の進行 1）や年齢・貧

富によって得られる情報の格差の広がり 2）といった

課題への対応に直面している。このように情報を得

ることが不利な状態にあり，図書館サービスを受け

ることができない人が増大しているため，公共図書

館のアウトリーチ・サービスの再定義が求められる。 

 一方で，市町村合併による圏域の拡大 3）などで，

公共図書館サービスの提供範囲に再検討が迫られる

ことも生じている。多くの自治体が財政的に厳しく，

分館などをすぐに設置できない場合もみられる。こ

れに対応するために，従来のアウトリーチ・サービ

スの対象範囲を超えた積極的な図書館活動として

「図書館を届ける活動」が重要になってきている。 

 中山愛理は、アメリカを対象として「図書館を届

ける活動」について歴史的に研究している 4）。日本

では，各地での「図書館を届ける活動」によるアウ

トリーチ・サービスの実践は報告されている。その

ような活動を一定の時間軸でまとめ，「図書館を届け

る活動」の意義を研究する必要がある 

1.2.用語の定義と本研究の対象範囲 

 「アウトリーチ・サービス」とは，1988年に翻訳・

出版された『ALA 図書館情報学辞典』で，「施設に

収容された人々，高齢者，あるいは図書館を利用し

たことのない人々等，従来，図書館サービスをまっ

たく，または不十分にしか受けられなかったサービ

ス対象集団の情報要求に応える」5）とあり， 社会環

境的に不利益を被っている人をサービス対象として

重視している。また，2004年に出版された『最新図

書館用語大辞典』では，「通常の方法ではサービスが

届かない人たちにサービスを行き渡らせるため，よ

り積極的，能動的に図書館が工夫をこらす活動のこ

と」6）とあり『ALA図書館情報学辞典』の伝統的な

説明よりも広い意味として「アウトリーチ・サービ

ス」を定義している。これらを踏まえて，本研究で

は，アウトリーチ・サービスを「通常の方法では，

これまでサービスを不十分にしか受けられなかった

人に，図書館が能動的に働きかける活動」という意

味で使用する。 

 次に，「図書館を届ける活動」とは，1)利用者の近

くまで出向き 2)資料・情報と職員を移動させ 3)資

料・情報案内や予約を含むレファレンス，貸出など

の図書館サービスを提供する 7）という3つの要素を

全て満たした図書館活動を意味する。したがって，

いわゆる移動図書館車を使用したものだけではなく，

機能としての「図書館」を届けることを示している。 

 本研究では，この公共図書館のアウトリーチ・サ

ービスと「図書館を届ける活動」が交わる領域を対

象とする（図1の灰色部分）。公共図書館のアウトリ

ーチ・サービスは，情報ニーズを持ちながら図書館

サービスを十分に受けることができない人へ働きか

ける活動である。また，「図書館を届ける活動」は，

アウトリーチ・サービスの文脈においてその有効な

実施手段の一つとして捉えることができる。  

 

図１ 本研究の対象範囲 

 

1.3.研究の目的 

 現代の日本社会においてアウトリーチ・サービス

の再定義が求められ，また「図書館を届ける活動」

との関わりの中でアウトリーチ活動が行われている。

この「図書館利用から疎外された人」へサービスを

行う活動は，「いつでも，どこでも，だれにでも」と

いう公共図書館の基本理念の実現に近づくものであ

る。したがって，公共図書館にとって重要なアウト

リーチ・サービスにおける「図書館を届ける活動」

の意義を研究することは，公共図書館の根本の在り

方の研究につながる。 

 本研究の目的は，日本の公共図書館のアウトリー

チ・サービスにおける「図書館を届ける活動」の事

例を詳細に分析することで，その意義を明らかにす



ることである。 

 

2. 研究手法 

 日本の公共図書館の「図書館を届ける活動」によ

るアウトリーチ・サービスに関する文献を収集して

詳しく事例分析を行った。文献収集には，国立国会

図書館のNDLサーチや朝日・日本経済・毎日の各

新聞のデータベース，筑波大学附属図書館のTulips 

Search，日外アソシエーツの『図書館情報学研究文

献要覧』，『図書館雑誌』の記事索引を使用した。

『全国公共図書館研究集会報告書』など2次資料に

採録されにくい文献は直接探索も行った。期間は

1945年から2014年までに発行された文献を収集対

象とした。 

 収集した文献を読み，これまでどのような活動が

行われてきたのかを，多くの事例を通して詳細に分

析することで，アウトリーチ・サービスにおける「図

書館を届ける活動」の意義を考察した。また，その

意義が社会状況や時期的な影響を受けて変化してい

るかどうかについても検討を行った。 

 

3．調査結果 

 収集できた文献は64点であった。日本の公共図書

館の「図書館を届ける活動」によるアウトリーチ・

サービスに関する事例を分析するには，これまで情

報ニーズを持ちながら図書館サービスを受けられな

かった，あるいはサービスを利用しにくかった人（ア

ウトリーチ・サービスの対象者）ごとに区分する方

法がある。現時点では8つの対象者層が特定された。

それは，1)入院患者2)高齢者3)保育園児4)心身障

害者5)矯正施設入所者6)被差別地区住民7)被災地

の人8)ビジネスパーソンである。（表1） 

 「図書館を届ける活動」の着目すべき事例を以下

に説明する。 

3.1.入院患者 

 入院患者には，1970年代半ばから病院内に図書館

資料を持ち込んで貸出・予約を行う事例が始まった。 

 昭島市民図書館は，待合室前の廊下などに約350

冊のブックコンテナ箱に入れた資料を台車に載せて，

利用者に直接本を手に取って選んでもらっている。

これで，病院内を移動できる患者であれば本を借り

てもらうことができる。数年後には，ブックトラッ

クに資料を積んで，職員も同行して各病室を回る活

動も始めた。この方式は，ベッドから立ち上がれな

い患者にも「図書館を届ける」ことができる 8）9）。 

浦安市立図書館も病室巡回方式のサービスを長く

続け，その後病院の一画に市立図書館の資料を常設

した図書コーナーが作られ，決まった曜日の決まっ

た時間に市立図書館司書が駐在している。このコー

ナーの資料には健康や医学的な資料も含まれ，健

康・医療情報サービスにもつながる 10) 11)。 

3.2.高齢者 

高齢者には，1980年代から高齢者施設への訪問が

見られる。墨田区立図書館での，高齢者施設まで自

転車で，障害者サービス担当者が2人で，段ボール

3箱分の本を積んで行き，店開き方式で貸出する，

という方法は，「図書館を届ける活動」の事例である
12）。田原市図書館では，図書館資料の貸出と並行し

て，回想法などを取り入れ，認知症の予防・改善を

目指す取組も行われている 13）14）。 

3.3.ビジネスパーソン 

 鳥取県立図書館は，2000年代に入って，ビジネス

パーソンには，起業家や経営者向けの講座に図書館

資料を持ち込み，紹介・貸出・レファレンスの受付

をしている。ビジネス支援と「図書館を届ける活動」

を組み合わせて地域の社会的課題の解決に役立たせ

ようという試みである 15）16）。 

  

4. 考察 

4.1.「図書館を届ける活動」の主要な意義 

 アウトリーチ・サービスにおける「図書館を届け

る活動」の主な意義は何であり，時代が進むにつれ

て変化があったのかどうかを考察した。（図2を参照） 

 
図２ アウトリーチ・サービスにおける 

「図書館を届ける活動」の意義の発展（概念図） 

 

従前から「図書館を届ける活動」は，固定館から

遠いところに住む人や，そのままでは図書館サービ

スを受けられない人の読書を保障することが意義と

して考えられていた。1980年代ごろから，「利用を

疎外された人の知る権利を保障するための機能」が，



アウトリーチ・サービスにおける「図書館を届ける

活動」の基盤的な意義として意識され始めた。さら

に，2000年前後から，「地域の社会的課題を解決す

ること」が新たな意義として加わってきた。例えば，

入院患者への健康・医療情報の提供は課題解決サー

ビスの一つであり，早期の退院や介護の軽減は本人

にとって望ましいだけでなく，社会保障費の抑制と

いう政策的な課題の解決にもつながる。ビジネス支

援も地域の社会的課題を解決するための一つの方法

である。また，被災地での活動は，危機事態での資

料・情報提供を，「図書館を届ける活動」により人々

の生活の場で行うことの重要性を提示した。 

4.2.これからの活動の展望 

 今後の展開として，デジタル資料・情報，インタ

ーネットの接続，リテラシーへの対応が挙げられる。

海外の事例になるが，エドモンド公共図書館には，

「リテラシー・バン」が配備されている 17）。この活

動は，iPadによる電子書籍の貸出，インターネット

への接続，子どもから高齢者までを対象として，リ

テラシー教育やコンピュータの個別指導などを提供

している。日本でもこの種の活動は必要になるであ

ろう。 

 

5．今後の課題 

 今後は，分析した事例やインターネットなどから

さらに収集した事例の中から，特徴的な活動に取り

組んでいる図書館を選び，その図書館を訪問し，現

地での追加調査を行う予定である。具体的な活動を

掘り下げて調査することで，活動の意義に関する考

察をより深めたいと考えている。 
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1970年代 1980年代 1990年代 2000年代 2010年代

入院患
者

昭島['74～]
大田['78～]

高知[～'82～]
枚方['83～]
江刺['86～]
柏原['86～]
小郡['88～]

浦安['92～]
伊万里[～'97～]
松戸['98～]
稲城['98～]

鳥取県['09～]

高齢者
田辺[～'82～]
高知[～'82～]

富山[～'93～]
枚方['95～]
北郷['97～]
伊万里[～'97～]
墨田['97～]
富士宮['99～]

大栄[～'02～]
田原['11～]
国東['11～]

保育園
児

唐津['72～]
周東['85～]
名護['87～]

伊万里['92～]
枚方['94～]
植木['94～]
豊中['98～]
富士宮['98～]
吉賀['99～]

東近江['09～]

心身障
害者

岡山['71～]

富山[～'93～]
枚方['95～]
北郷['95～]
伊万里[～'97～]
豊中['99～]

国東['11～]

矯正施
設入所
者

姫路['98～] 岡山[～'10～]

被差別
地区住
民

名古屋['80～]

被災地
の人

神戸['95～]
芦屋['95～]

新潟県['04～]

東松山['11～]
陸前高田等['11
～]※1
仙台['11～]※1
岩手県['11～]※1
南相馬['11～]※1

ビジネス
パーソン

鳥取県['05～] 横浜['10～]

※１公立図書館の活動ではない

凡例　サービス実施地名は、都道府県立図書館は○○県と記し、市区町村立図書館は
　　　　　自治体名のみとした。
　　　　[’数字]は、当該サービス活動を開始した年を表している。

表1　「図書館を届ける活動」によるアウトリーチ・サービスの
代表的な取組
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